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　アイヌの人々
にとって、でん
ぷん質の豊富な
穀類の乏しい現
実にあって、食
材の中核をなす
のはタンパク質
の多い魚類、中
でも鮭は主要な魚であり、翌年までの 1 年を通じて
の保存食でもありました。アイヌ語でチェプ（ci－
我々が e－（専ら）食べる p－もの、食材）と呼ばれ
るのもわかります。秋になると鮭が道内各地の川を
群れをなして遡上していた様子はこのように伝えら
れています。カンナ チェプ ルピ シクシ チレ（kanna－ 
上の cep－魚の rupi－群れは sikus－陽炎に cire－焼
かれ）、ポクナ チェプ ルピ スマ コシル（pokna－下
の cep－魚の rupi－群れは suma－石 ko－に siru－
擦る）。最上辺の魚は水面に押しあげられて陽炎に焼
かれ、最下辺の魚は上の魚の重みで川底の石にお腹
を擦りながら遡上せざるを得ないということです。
鮭の群れの中に棒を刺し立てると、倒れることもな
く鮭の群れと共に移動するほどに鮭が川を埋め尽く
していたと言われています。
　大雨の後に雄鮭が遡上し自分の領域を確保するま
では、まだ遡上数もそれほど多くありません。この頃
人々は、川が大きく曲線になっている部分は流れが淀
んで深みになっているので、流木を利用してネッ（net－
木積）を作って川面を覆い、鮭のための休息、安眠所
を作りました。そこに集う鮭を狙って、主に女性や子
どもが捕

ほ

獲
かく

鈎
かぎ

を使って捕るのです。またこのような場
所には鮭漁が成功するように、ネッヌサと呼ばれるイ
ナウを立てて祈願をしました。ネッでの漁に使われた
のはネトルンマレプ（net－組木の or－所 un－にある
mare－泳がせる p－もの＝魚突き銛

もり

、捕獲鈎）とい
う女性や子どもにも扱える小さな突き銛です。いよい
よ遡上が本格化すると、ネッは取り外し、使った木は
岸に引き上げ、そこに感謝のイナウを供えて再びネッ
ヌサを祀

まつ

りました。大がかりな鮭漁は村一族としての
必須事業で、村方の三役が月の満ち欠けを見、いつか
ら漁を開始するかを決めます。多くの鮭を一度に捕獲

するため、浅い川
では川中に 1 m～
2 mの杭を「ハ」
の字状に打ち込
み並べ、隙間を柳
の枝で塞

ふさ

いで垣
根状のテシという
流水を止める壁

を設置し、水嵩の増した深い川では 2隻の船で巻き網
漁（ヤシ－yas 網を立てる）や地引き網漁ヤエタイエ
（ya－網 etaye－を曳

ひ

く）などを行っていました。川
べりには鮭を乾燥するためのイヌンチセ（inun－豊漁 
cise－家＝燻製小屋）を建てて昼夜を問わず漁が続く
のです。夜の漁はタッムイエ（tat－白樺皮 muye－を
束ねる）という長時間使える松明で川面を照らして行
われてました。捕獲した鮭は開きにし、すばやく乾燥
させる必要から肉面を火にあぶってから、専用の小屋
で燻煙します。出来上がった保存食用の鮭は、プーと
いう貯蔵庫にも蓄えられましたが、村長の蔵は、自分
達で鮭を捕れない母子家庭や一人暮らしの高齢者や
病人の分も含めて備蓄され、さらに非常食材としても
貯えられていました。鮭で蔵がいっぱいになることをア
ネシクテカラ（an－我々は e－それで sik－目一杯 te－
にさせる（こと） kar－をする）と表現します。鮭漁
に関する儀式にアシリチェプカムイノミ（asir－新しい 
cep－魚 kamuy－神 nomi－儀式）があります。これ
は鮭漁の開始時に捕れた一番大きな雄鮭をサケ神の
代表として各戸主がその来訪に感謝し、チセに迎い入
れ、心臓と顎

がっ

下
か

の肉
にく

塊
かい

、白子を切り出して神聖な小串
に刺し、燃え盛る炉の火の神の傍らに刺し立て、捧げ
るものです。残りの部分は焼く、煮る、叩きにするな
ど捨てるところなく調理し、村の人に振舞われまし
た。鮭漁が終わるときにも糧を与えられたことの返礼
と、また再び訪れてくれることを願い同様の儀式が行
われました。自然から食物を与えて貰うことへの敬意
と感謝を忘れなかったアイヌ民族の生き方は、スー
パーで切り身になった鮭を購入することに慣れすぎ
ている私たちが忘れている、食材に対する畏

い

敬
けい

の念や
食材の生命を奪って生き延びている現実を思い出さ
せてくれます。
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